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Ⅰ 業務の目的

我が国の社会経済活動、とりわけ近年温室効果ガス排出量が 1990 年比で約 50％増加してい

る民生部門の排出の抑制等を促進するための措置を講じ、地球温暖化の防止に寄与する活動の

促進を図ることを目的とし、地球温暖化対策の推進に関する法律（平成 10 年法律第 117 号、以

下「温対法」という。）に基づき、都道府県知事等や環境大臣が地域地球温暖化防止活動推進セ

ンター（以下「地域センター」という。）及び全国地球温暖化防止活動推進センター（以下「全

国センター」という。）を指定している。

本事業は、エネルギー起源二酸化炭素排出抑制のための温対法による地域センター事業に要

する経費を補助する事業（以下、「補助事業」という。）により、三重県内における地球温暖化

防止推進活動基盤を形成し、地球環境の保全に資することを目的として実施した。

Ⅱ 業務の内容

１ 三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の設置及び会議の開催状況

（１）三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の設置 

「平成 29 年度地域における地球温暖化防止活動促進事業」の実施に当たり、地域の関係主

体との効果的な連携、連絡調整等を通じて、事業を円滑に実施することを目的に三重県地球

温暖化防止活動連絡調整会議（以下「会議」という）を設置した。

会議の構成員は表－１のとおりである。

表－１ 三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議構成員 

所 属 等 

推
進
員

三重県地球温暖化防止活動推進員 

三重県地球温暖化防止活動推進員 

三重県地球温暖化防止活動推進員 

地
域
協
議
会
等

地球温暖化防止活動中勢協議会 

三重大学環境ＩＳＯ学生委員会副委員長 

(一社)日本自動車連盟三重支部事業課長 

シャープ株式会社ディスプレイデバイスカンパニー環境安全推進部参事 

中部電力株式会社三重支店総務部地域・広報グループ主任 

行

政

機

関

環境省中部地方環境事務所環境対策課長補佐 

三重県環境生活部地球温暖化対策課長 

四日市市環境部環境保全課長 

鈴鹿市環境部環境政策課副参事兼環境政策グループリーダー 

亀山市環境産業部環境保全室長 

津市環境部環境政策課主事補 

松阪市環境生活部環境課 

伊勢市環境生活部環境課長 

事務局 三重県地球温暖化防止活動推進センター事務局長 
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（２）会議の開催状況 

  ① 会議の開催状況は表－２のとおりである。

表－２ 会議の開催状況 

開催年月日 出席者 会議の概要 

平成 29年 

 8 月 22 日 

  １４名 

（代理出席含

む） 

「平成 29年度地域における地球温暖化防止活動促進事業」計画に

ついて説明を行い、了承された。 

（資料 1）「平成 29 年度地域における地球温暖化防止活動促進事

業実施計画」の概要（案） 

平成 30 年

2 月 6 日

９名

（代理出席含

む）

「平成 29 年度二酸化炭素排出抑制対策事業 地域における地球

温暖化防止活動促進事業（三重県）」報告書〔暫定版〕を説明し、

了承された。
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② 第 1回連絡調整会議の概要 

第１回三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の概要 

 「地域における地球温暖化防止活動促進事業」についての事務局説明 

平成 29年度「地域における地球温暖化防止活動促進事業」を受託し、今年度も国、県、市、推進員、

地域協議会等で構成する「連絡調整会議」を設置して、連絡調整・協議等を行うこととしている。 

１ 三重県地球温暖化防止活動推進センターの活動状況 

①平成２８年度事業実績 

補助事業の基盤形成事業を計画どおり実施した。 

また、三重県の委託事業、センター自主事業についても計画どおり実施した。 

②平成２９年度事業計画 

基盤形成事業として「みえ環境フェア 2017」を開催し、温暖化防止活動を推進する。 

三重県の委託事業として、推進員が行う出前講座やイベント出展等の啓発活動を支援するととも

に、県、市町等と連携し、学校や公民館等における出前講座の充実など推進員活動等の活性化を図

る。 

温暖化センターの自主事業として、推進員活性化事業、啓発事業に取り組む。また、センターのホ

ームページを活用し県民等に温暖化防止対策の最新情報などを提供する。 

２ 地域における地球温暖化防止活動促進事業 

①平成２９年度事業計画について 

「地域における地球温暖化防止活動促進事業の実施計画書」に基づき地域における日常生活に関

する温暖化効果ガスの排出の実態に関する調査の実施、情報収集・提供・普及啓発、みえ環境フェア

2017 の開催等を実施する。 

事業の実施により、地域の関係主体との効果的な連携、連絡調整等を図り、地球温暖化防止活動

の基盤の形成を促進し、低炭素社会の構築を目指すとともに地球環境の保全に資することを目的と

する。 

②みえ環境フェア 2017 について 

推進員や他の環境団体、県内市町、県内企業・団体との交流を図るとともに、来場者に対して

地球温暖化の現状について啓発を行う場として「みえ環境フェア 2017」を開催する。 

県内の約１６０団体に出展募集案内を行い、出展者を募る。 

３ その他 

  イベントや出前講座においてアンケート（全国統一アンケート、エコライフチェック等）を実

施し、CO2 排出実態の把握・分析を行う。
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写真 第１回連絡調整会議の状況①（平成 29 年 8月 22 日） 

写真 第１回連絡調整会議の状況②（平成 29 年 8月 22 日） 
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④ 第２回連絡調整会議概要 

第２回三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の概要 

写真 第２回連絡調整会議の状況（平成 30年 2月 6日）

１ 三重県地球温暖化防止活動推進センターの活動状況 

平成 29年度の出前講座やイベントでの地球温暖化防止にかかる啓発活動や COOL CHOICE（=賢

い選択）賛同促進など、三重県における活動状況を説明。 

２ 地域における地球温暖化防止活動促進事業 

「平成 28年度二酸化炭素排出抑制事業 地域における地球温暖化防止価値道促進事業 

報告書〔暫定版〕」により、平成 29年度の事業内容を説明。 

３ その他 

    環境省が推奨する COOL CHOICE（=賢い選択）の賛同について協力のお願い 
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２ 「みえ環境フェア２０１７」の開催 

（１）フェアの概要 

① 開催日時 平成 29年 12月 10 日（日曜日）10 時から 15 時（入場無料） 

② 場所 メッセウイング・みえ（津市北河路町１９－１） 

③ 主催 三重県地球温暖化防止活動推進センター（一般財団法人三重県環境保全事業団） 

    共催 三重県 

    後援 中部地方環境事務所、中部経済産業局 

    協賛 一般社団法人三重県産業廃棄物協会 

④ 内容 

【ステージイベント】 

・ 「地球温暖化防止啓発ポスターコンクール」表彰式（10 時 20分から 10時 50 分） 

    ・ 「もったいない省エネライフクイズ」（11 時から 11 時 50 分） 

・ 環境トーク（13 時 00 分から 14 時 00 分） 

     雲井敬（三重交通株式会社代表取締役社長）×朴恵淑（三重県センター長） 

テーマ：乗り物から始めるエコライフ 

【展示ゾーン】 

   ・ 最新のエコカーの展示 

・ 風力発電システム模型、省エネ機器等の展示 

・ 活動パネル、県・市町の取組紹介パネルの展示 

・ 気象観測装置及び気象実験、壁新聞の展示、活動ＤＶＤの上映 

・ 生ごみ堆肥化の仕組み等の展示  等 

【体験ゾーン】 

自転車発電、クイズ、ぬりえ、ミニカーレース、プラネタリウム、丸太切り、ＪＡＦエ

コカードの作成、風力発電他種々の発電体験 等 

【工作ゾーン】 

木の実等の自然の素材・リサイクル素材を使った工作、間伐材工作、アクリルたわし作

り等 

【販売】 

食品ロス削減の取り組みの一環として、出展企業８社による「もったいない市」で規格

外品等を廉価で販売した。 

「相可高校調理クラブ」の特製弁当等を販売するほか、四日市農芸高校による農産品及び

加工品の販売を行った。 

【家庭の省エネフェア】 

    家電メーカー５社によりＬＥＤ等の省エネ家電をお値打ち販売が行われた。 

三重県により白熱灯２個をＬＥＤ１個と無料交換が行われた。 

【その他】 

   三重県により、「東京２０２０組織委員会」が主催する『都市鉱山からつくる！みんなの

メダルプロジェクト』に協力し、使用済みの携帯電話・パソコン・デジタルカメラなどの回

収が行われた。 
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⑤ みえ環境フェア２０１７ 広報ポスター 
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⑥ 環境フェア出展団体・企業等と出展内容 
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（２）フェアの事前周知及び開催結果の報道 

① 事前告知 

   環境フェア開催に先立ち、三重県センターホームページ及び三重県ホームページでの告

知、三重県政記者クラブ・津地域ケーブルテレビへの資料提供、本地域で最も聴取率の高

いＦＭ三重での紹介放送、雑誌への資料提供、フェア参加企業・団体のホームページへの

掲載等により、広く周知を図った。 

 ② 資料提供内容 

    このたび、「COOL CHOICE（＝賢い選択）」をテーマに県民、企業、ＮＰＯ、行政等の

様々な地球温暖化防止の取組を紹介する「みえ環境フェア２０１７」を開催します。 

  当該フェアでは、県民、企業、ＮＰＯ、行政、大学・高校、三重県地球温暖化防止活

動推進員など７６の団体等の参加により、日頃の地球温暖化防止等環境活動に関する

取組みや活動内容の紹介・展示、体験・工作、電気自動車・燃料電池自動車等の展示を

行います。 

また、東京２０２０組織委員会が主催する「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプ

ロジェクト」に協力し、使用済みの携帯電話等と粗品を交換します。 

省エネ家電の普及啓発のため、白熱灯２個とＬＥＤ１個を無料交換（数量限定）しま

す。 

    ステージイベントとして、ポスターコンクールの表彰式、もったいない省エネライ

フクイズや環境トークを行います。 

なお、本フェアの開催に伴い排出されるＣＯ2については、県内企業におけるＣＯ2削

減量により埋合せ（カーボンオフセット）しています。 

ぜひ多数のご来場をいただきますよう、お願い申し上げます。 

記 

ア 日時 平成２９年１２月１０日（日曜日）１０時から１５時（入場無料） 

イ 会場 メッセウイング・みえ（津市北河路町１９－１） 

ウ 主催 三重県地球温暖化防止活動推進センター 

（一般財団法人三重県環境保全事業団） 

   エ 共催 三重県 

オ 後援 中部地方環境事務所、中部経済産業局 

カ 内容 

(ｱ) ステージイベント 

     ○ 「ポスターコンクール」表彰式（１０時２０分から１０時４０分） 

     ○ もったいない省エネライフクイズ「小学生対象」（１１時から１１時５０分） 

     ○ 環境トーク（１３時から１４時） 

       テーマ：乗り物から始めるエコライフ 

       対談者：雲井 敬  三重交通株式会社 代表取締役社長 
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朴 恵淑  三重県地球温暖化防止活動推進センター長 

(ｲ) 展示・活動報告・体験・工作 

       ７６の団体等 

詳細は添付のチラシをご参照ください。 

(ｳ) その他 

     ○ 食品ロス削減の取り組みの一環として、８出展者が規格外製品等の廉価販売

を行います。 

     ○ ５出展者がＬＥＤ照明をはじめ省エネ家電の展示とお値打ち販売を行います。

○ 四日市農芸高校による農産物及び加工品の販売、相可高校調理クラブによる

弁当の販売を行います。 

③ 新聞等に掲載された告知記事 

 【新聞等に掲載された開催告知記事】

産経新聞朝刊（平成 29年 12月 2日） 

鈴鹿市広報紙（平成 29 年 11月 20 日号） 
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雑誌シンプル平成 29 年 12 月号 

伊勢新聞(平成 29 年 12 月 12日) 
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【放送媒体による告知放送等】

  ① ＦＭ三重による告知放送

   ・ ＦＭ三重による告知放送は、11月 22日（水）、11月 29日（水）の 2回、最も聴取率
の高い 17時 55分過ぎから約 3分間、三重県センター長である朴三重大学教授へのイン
タビュー形式で行った、

   ・ フェア開催前の 12月 6日の午後 2時半過ぎから約 5分間、出展者の三重中学・三重
高校の科学技術部の生徒とへのインタビューがＦＭ三重パーソナリティにより生放送さ

れた。

  ② ケーブルテレビよる告知放送

    津地域のケーブルテレビにより環境フェアの取材、放送が行われた。

 【開催地周辺小学校等への開催チラシ等の配布】（資料１、資料２）

   環境フェアの開催チラシを、会場周辺の津市及び鈴鹿市全域の小学校全児童（約 28,000人）
に配布すると共に、チラシ、ポスターを津市及び鈴鹿市の市役所、出張所、公民館図書館等

に配布した。

④ 開催結果の報道 

   環境フェア 2017 の開催日は、三重テレビの取材があり同日ニュースで報道された。 
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（３）フェア開催により排出されるＣＯ2のオフセット 

みえ環境フェアでは、環境フェア開催により排出されるＣＯ2 のオフセットを行っている。

本年度は、中部経済産業局により制定された「中部産ＣＯ2クレジット」を用いて 19ｔ－
ＣＯ2のカーボンオフセットを行った。また、マスコミ等への周知や会場での掲示で周知を図

った。

   カーボンオフセットの内容は表－３のとおりである。

表－３ カーボンオフセットの内容 

内容 ＣＯ2算出量

会場の電力の使用 1,690kg-ＣＯ2

出展者の車両使用 4,810 kg-ＣＯ2

来場者の車両・シャトルバス 12,090 kg-ＣＯ2

ポスター・チラシの印刷 100kg-ＣＯ2

その他     20kg-ＣＯ2

計 18,7100 kg-ＣＯ2≒19ｔ-ＣＯ2
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（４）開催結果 

「みえ環境フェア２０１７」は、好天にも恵まれ約５０００人の来場者で盛況のうちに開催

することができた。

写真 センター長による開会挨拶 

写真 ポスターコンクール表彰式 

写真 ブースの状況① 
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写真 ブースの状況② 

写真 ブースの状況③ 

写真 移動式プラネタリウム 
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写真 ブースの状況④ 

写真 三重交通株式会社代表取締役社長様と朴センター長による環境トーク 

写真 もったいない名人家族クイズ 


